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1．緒言 

 日常的に着用している衣服を快適なものにすることは，精神面でも肉体面でも「快適な暮らし」を送る役割のひとつで

はないだろうか。これを実現するためにはそれぞれの異なる体形に，まずは適応する必要がある。また、インターネット

通販が普及する中で、自分のサイズやイメージとは合わず, 服を無駄にしてしまうことも少なくない。これらを考慮して

自分に「似合う服」というものを選択していくことで SDGs にもつながる。 

本研究では，他者評価を中心に，衣服を着ることでどのようなデザイン効果が体型イメージに影響するかを検討し，体

型別に適合性の高い服を選ぶための情報を得ることで，衣生活者の衣服選択をサポートすることを目的とする。着装シミ

ュレーション「Dress Mirror3）」を用いて体型別に同種類のデザイン服を仮想的に着装させることで情報を得る試みをした。 

 

2．事前調査 

本調査用のデザイン服を，デザイン服 100 種類 4）か

ら，特に体型に対しての着装効果が顕著にみられるも

の 50 種類を検討した。仮想 3 次元人体モデル 5 体型

（図 1 を参照）のうち、3 体型（A 標準的体型、C 長身

標準的体型、D 胴長脚短肥満型体型）を対象に行った。 

 

3．本調査 

 調査期間：2022 年 11 月末～12 月上旬 

 調査方法：主に SD 法 

 評価者 ：成人女子 33 名 

 評価対象：3 次元人体モデル 5 体型に事前調査で抽出したデザイン服 50 種類を仮想的に着装させた合計 250 種類 4） 

評価方法：着装前の 3 次元モデルと着装後の 3 次元モデルを 1 対 1 で並列して行った。 

評価項目：着装時の体型イメージ 9 項目。SD 法による、相反する形容詞を用いた 5 段階評価。 

分析方法：単純集計、主成分分析、クラスタ分析 

 

4．結果および考察 

3-1 主成分分析 

 デザイン服を対象に主成分分析を行い、固有値

１以上（累積寄与率 91.96％）の 7 つの主成分が認

められた。そのうち、主成分１～６の主成分得点

を使用し Ward 法によるクラスタ分析を行った。 

 

3-2 クラスタ分析 

各体型の評価項目が 7 つのクラスタに分類され

た(図２を参照)。 

標準的体型 肥満型体型 長身標準的体型 
胴長脚短 

低身標準的体型 

図 1 仮想的な 3 次元平均モデル 5 体型 2） 

肥満型体型 

図 2 仮想的な 3 次元平均モデル 5 体型 



 

クラスタ分析で得られた7つをポイ

ント（図 3 を参照）に、体型によって

どのようなデザイン服が適合するの

か検討した。 

5 つの全体型に共通して「スタイル

が良く見える」と評価されたデザイン

服は 2 着，また A～E 体型のそれぞれ

の体型別に特に「スタイルが良く見え

る」と評価されたデザイン服各 1～3

着抽出された（図 4 を参照）。 

体型に対応したデザインの服を着

用することで，適合性の高い服につな

がる示唆が導かれた。 

 

 

４．総括 

本研究では、着装前の 3 次元モデルと着装後の 3 次元モデルを比較し、体型に対応する衣服のデザイン効果を検討した。

体型別の着装効果の特徴をまとめるため、主成分分析を行い、その主成分得点を用いてクラスタ分析による分類をした。 

今後、年齢や地域の範囲を広げて評価し、どのような差が見られるかを検討していくことが望まれる。 
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図 4 体型別で適合性の高いデザイン服 

図 3 各クラスタの特徴 
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